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中国四国防衛局広報誌

在日米軍基地で勤務する従業員募集のお知らせ

求人情報

本州・九州の基地エルモHP

職員採用広報活動

■エルモ岩国支部管理課管理係

住 所：岩国市中津町2-15-35

電 話：0827-21-1271

担当施設：岩国飛行場

■エルモ岩国支部呉分室

住 所：呉市中央1-6-9センタービル呉駅前

電 話：0823-32-7087

担当施設：呉第六突堤（呉市）、川上弾薬庫（東広島市）、

秋月弾薬庫（江田島市）、広弾薬庫（呉市）

エルモでは、在日米軍基地で勤務する従業員の募集を行っていま
す。興味のある方は、エルモホームページをご覧いただくか、下
記の支部にお問い合わせください。

※求人情報提供メールサービスに登録すると、希望する求人情報
がホームページに掲載される都度、お知らせメールが送信されま
すので御利用下さい。

【X】
求人情報等の募集関連情報を定期的に発信しています。
ぜひ、フォローをお願いします。
アカウント名
「在日米軍従業員求人情報（エルモ）@LMO_recruit」

【窓口応募受付・お問い合わせ先】

【X】

https://www.lmo.go.jp

１３

２０２６年度採用に向けて、随時業務説明会を実施しています。

【お問い合わせ先】
ご不明な点は下記連絡先までお気軽に

お問い合わせください

中国四国防衛局総務部総務課人事係採用担当
☎０８２－２２３－７１０５（直通）

採用情報は下記QRからもご確認いただけます。

Ｘ

【２０２５年度業務説明会の予定】
（行政・事務系、教養系、技術系）
人事院中国事務局主催の説明会に中国四国防衛局も参加し、
業務説明会のほか、座談会を実施します！
皆様とお会いできることを楽しみにしております！

～人事院中国主催～
・２０２５年度官庁合同業務説明会（高卒程度）（オンライン）
令和７年１０月１０日（金）
・国家公務員ガイダンス（対面・オンライン）
（１）令和７年１０月１８日（土） オンライン
（２）令和７年１１月 ８日（土） 広島大学
（３）令和７年１１月１２日（水） 岡山大学
（４）令和７年１２月１０日（水） 島根大学
（５）令和７年１２月２０日（土） 山口大学
（６）令和７年１２月２５日（木） 広島修道大学

業務説明会の様子

採用パンフレット省HP
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海上自衛隊の公式アクロバット飛行チーム「ホワイトアローズ」
小月航空基地の操縦教官チームで曲技飛行を披露しました。（表紙写真参照）

表紙について

自衛隊海上輸送群に配備された輸送艦「ようこう」
（本文４ページに記事掲載）

令和７年版 防衛白書刊行

防衛白書は、昭和４５年に初めて刊行
され、昭和５１年以降毎年刊行している
ものです。

防衛白書刊行の目的は、できる限り多
くの皆様に、できる限り平易な形で、わ
が国の防衛の現状とその課題及びその取
組について周知を図ることです。

令和７年版防衛白書は、「防衛力の抜
本的強化」の進捗について、変化事項や
トピックス等を丁寧に記述するとともに、
統合作戦司令部の新設や自衛官の処遇・
勤務環境の改善など、防衛省・自衛隊の
取組を特集やコラムを活用して多角的に
紹介しています。

また、2024年4月から2025年3月まで（ただし、
一部の重要な事象については、2025年5月下旬ま
で）のわが国周辺国の軍事動向など、わが国を取り
巻く安全保障環境や、防衛省・自衛隊の取組、米国
をはじめとする各国との協力などについて、まとめ
ています。

なお、本白書の表紙は、「国民の平和な暮らしを
守る自衛隊」をコンセプトとして、国民に寄り添う
自衛隊の「親近感」、何気ない平和な日常を支える
自衛隊の「安心感」、日本を守る自衛隊の「信頼
感」を表現しています。



第３９回防衛問題セミナー（徳島県松茂町）

令和７年６月２４日、徳島県松茂町の松茂町総合会館３階多目的ホールにおいて、当局主催に
よる第３９回防衛問題セミナーを開催しました。
徳島県での開催は５回目となる今回の防衛問題セミナーでは「南海トラフ巨大地震に備える」
をテーマに陸上自衛隊中部方面総監部 不破悟幕僚副長、徳島県危機管理部 佐藤章仁部長のお二
方を講師にお迎えしご講演いただきました。
約２２０名の方々が来場され、大変熱心に聴講されていました。

第１部として、不破幕僚副長からは「巨大地
震への備え～自衛隊の対応と南海レスキュー２
０２４の成果～」と題して、陸上自衛隊中部方
面隊の組織の概要、近年の災害派遣状況、南海
トラフ地震発生時の自衛隊及び中部方面隊の対
応要領、南海トラフ巨大地震における最大クラ
スの地震・津波想定に基づいた実動訓練（南海
レスキュー２０２４）の概要と成果について、
ご講演いただきました。

第２部は、佐藤部長からは「切迫する南海ト
ラフ巨大地震への備え」と題して、令和６年の
能登半島地震の被害状況及び避難所の状況を踏
まえて、南海トラフ巨大地震における徳島県が
直面するリスク（被害想定）、防災対策につい
て紹介していただきました。また、徳島県の取
り組みとして、防災関係機関及び住民が一体と
なった総合的な防災訓練の紹介、徳島県県土強
靱化・レジリエンス推進計画などについて、ご
講演いただきました。

聴講された方々からは、「災害について考える良い機会だった」「自衛隊の活動内容がよく理
解できた」「日頃の備えの必要性を感じた。危機感をもって毎日生活したいと思った」「防災に
対する意識を高める大変良い講話でした」などといった感想や意見をいただきました。
今後も、防衛問題セミナーを通して、防災意識の向上や防災対策の重要性、併せて、防衛省・
自衛隊の取組について、広く知っていただけるように取り組んでまいりますので、お近くの自治
体で開催の際には、お気軽にお越しください。

中部方面総監部 不破悟 幕僚副長

徳島県危機管理部 佐藤章仁部長

主催者挨拶
中国四国防衛局長田實博幸（当時）

多目的ホールの状況

３ ４

輸送艦「ようこう」の引渡式

令和７年５月３０日、広島県呉市の海上自衛隊呉基地に輸送艦「ようこう」が引き渡され、引
渡式では、若宮健嗣防衛大臣補佐官をはじめ約１４０名が出席しました。
同艦は、南西地域への機動展開能力を向上させるために本年３月に発足した陸海空自衛隊の共
同部隊「自衛隊海上輸送群」で任務に就きます。
同艦の乗組員は約40名で構成され、艦長は海上自衛官ですが、乗組員のほとんどは陸上自衛官
であり、基準排水量３，５００トン、全長約１２０メートル、喫水約４メートル、速力約１５
ノット（約２８km/h）、載貨重量は１千数百トンの輸送艦です。（表紙写真参照）

護衛艦「ゆうべつ」の引渡式

令和７年６月１９日、岡山県玉野市の三菱重工マリタイムシステムズ玉野本社工場において、
「もがみ」型多機能護衛艦の８番艦となる「ゆうべつ」の引渡式が行われ、同艦は、青森県む
つ市大湊を母港とする第１５護衛隊に配備されました。
式典には海上幕僚副長の八木浩二海将をはじめ約３００名が出席しました。
最新鋭護衛艦の同艦は、乗組員約９０名で構成され、船体全長約133m、幅約16m、喫水約５
m、基準排水量３，９００トンです。また、主機関はガスタービンエンジンとディーゼルエンジ
ンを搭載し、速力は約３０ノット（約55km/h)です。

出港する護衛艦「ゆうべつ」受領書の交付



米海兵隊岩国航空基地の司令官交代式

令和７年７月２日、米海兵隊岩国航空基地の司令部庁舎前の広場において、基地司令官交代
式が行われ、式典には、福田良彦岩国市長を始めとする地元自治体関係者及び地元民間団体並
びに陸上・海上自衛隊及び中国四国防衛局の招待者約４００名が参列しました。
式典では、海兵隊の伝統にのっとり、指揮権を象徴する海兵隊旗が、ラスノック前司令官か
らロスマン新司令官に手渡されました。
ラスノック前司令官は、式典での挨拶で、在任期間中における地元岩国市の理解と防衛省・
自衛隊との連携に対し、感謝の言葉を述べました。

海兵隊岩国航空基地各部隊の整列

各部隊報告 式典のハイライト「指揮権委譲」
（左：ロスマン新司令官、右：ラスノック前司令官）

来賓に対し謝意を述べるラスノック前司令官

５ ６

中国四国防衛局長 広島大学での講義

令和７年７月９日及び１０日、田實博幸中国四国防衛局長（当時）は、広島市内の東千田キャ
ンパスにおいて、広島大学の学生を対象として、講義を行いました。
９日は夜間クラスの講義として、翌１０日は、日中の講義としてそれぞれ行われました。
講義は「防衛力の抜本的強化」と題し、北朝鮮、中国、ロシアの軍事動向、ロシアと北朝鮮の
連携など、わが国を取り巻く安全保障環境を説明し、防衛三文書、防衛力整備と予算、自衛隊の
行動に関する枠組みなど、わが国の安全保障・防衛政策に関して行われ、講義後は、学生からの
質問に一つひとつ丁寧に分かりやすく回答し、活発な質疑応答が行われました。

夜間の講義（７月９日）

中国四国防衛局長 田實 博幸（当時）

昼間の講義（７月１０日）

積極的に質問する学生（７月９日）

熱心に質問される永山広島大学教授（７月１０日）

学生からのレポートでは「緊張感が増す日本
周辺の安全保障環境に対応するため、自衛隊が
運用体制を見直したり、各種法整備を行ってい
ることがよく分かりました」「中国の脅威が増
していることや、北朝鮮の軍備増強、兵器開発
の進展などについて知見のある方に話を伺うと
危機感が増しました」「国民の安心・安全な生
活に不可欠な国防という重責を担いながら、そ
の基盤となる国民の理解と信頼を得るために尽
力されている点に深い敬意を抱きました」 な
ど、多くの感想がありました。



米海兵隊岩国航空基地新司令官 表敬訪問

令和７年６月１３日、田實博幸中国四国防衛局長（当時）は７月に離任するラスノック米海兵
隊岩国航空基地司令官（当時）に対し、感謝状を贈呈しました。
ラスノック司令官（当時）は、令和４年６月に司令官に着任して以来、約３年間にわたり同基
地のプレゼンス及び安定的運用に多大なる貢献を果たされました。
在任中には、日米共同の実動防災訓練「南海レスキュー２０２４」の中国エリアにおける訓練
を主導され、また、基地の運用に伴う地元への影響について積極的に耳を傾けていただき、「安
心・安全共同パトロール」への参加、地元への影響軽減を目的とした米パイロットへの基地周辺
における飛行要領の教育、障がいをもつ地域住民を「フレンドシップデー」前日に基地に招待す
るイベントを新たに開始するなど、地域の方々との信頼関係を醸成し、地元自治体との良好な関
係を築きつつ、日米の友好及び同盟強化のために多大な貢献をされました。
上記の功績を踏まえ、このたび、田實前局長より感謝の意を表しました。

リチャード Ｍ. ラスノック Jr 前司令官

局長感謝状贈呈

令和７年７月１７日、田實博幸中国四国防衛局長（当時）は、米海兵隊岩国航空基地司令官に
着任したケネス Ｋ．ロスマン司令官の表敬訪問を受けました。
田實前局長は、ロスマン司令官と引き続きコミュニケーションを取りながら、日米双方で緊密
に連携し、信頼関係をさらに構築していきたい旨述べました。
ロスマン司令官からは地域のコミュニティとの関係は米軍としても重要であり、安全な飛行運
用に努めるとともに、日米同盟のさらなる発展に向け協力したい旨述べられました。

７ ８

航空自衛隊防府南基地創立７１周年記念行事

令和７年6月７日、山口県防府市の航空自衛隊防府南基地で「創立７１周年記念行事」が行わ
れ、同基地が一般開放されました。
航空教育隊司令部が所在する同基地では、新入隊員の教育訓練等を行っており、式典では、
課程学生による観閲行進が行われたほか、装備品展示、音楽演奏会などが行われました。
また、山口県宇部市出身で元自衛官のお笑いタレント、やす子さんが一日基地司令を務め、
会場を訪れた家族連れや航空ファンを沸かせました。

課程学生による観閲行進（写真上）

航空学生によるドリル展示

西部航空音楽隊による演奏

一日基地司令に委嘱
されたやす子さん



９ １０

令和７年度 優秀工事及び優秀業務 調達部長顕彰

中国四国防衛局では、前年度に完成した工事及び完了した業務の中から、成績評定、現場におけ
る創意工夫、高い技術力等を総合的に評価し、他の模範とするに相応しい工事・業務を選定委員会
において選定し、優秀工事及び優秀業務として、その受注者等に対し顕彰しています。
本年は７月７日、令和７年度優秀工事及び優秀業務の顕彰状贈呈式を開催しました。
本年度の顕彰者は優秀工事・技術者は５社・５名、優秀業務・技術者は２社・２名で、小長調達
部長（当時）から各受賞者の方々に顕彰状を贈呈しました。

令和７年度優秀工事顕彰者 令和７年度優秀業務顕彰者

優 秀 工 事

優 秀 業 務

山陰開発コンサルタント（株） 出雲（６）訓練場整備等土木調査検討

中電技術コンサルタント（株）広島支社 呉（５）火薬庫新設等調査検討

※記載の順番は５０音順です。また、優秀技術者に対しても顕彰状を贈呈しています。

車両整備場 宿舎改修法面整備

（株）一畑工業 高尾山（４）法面整備工事

岡田電工（株） 米子（５）隊庁舎等改修電気その他工事

（株）鴻池組山陰支店 出雲（４）車両整備工場新設建築工事

澤田建設（株） 防府南外（５）宿舎改修建築工事

（株）シンセイ 米子（５）隊庁舎等改修機械その他工事 局長着任式

令和７年８月１日付で、中国四国防衛局長が田實
博幸前局長から深和岳人新局長に交代し、８月４日、
深和新局長の着任式を行いました。

着任式において、防衛省・自衛隊の多岐にわたる
任務に対する国民からの負託に応えるべく、中国四
国防衛局として、国民の理解と協力、そして信頼を
得るための各種施策を着実に進めていくことは、職
員に課された大変重要な任務である、と訓示しまし
た。

局長離任式

田實博幸中国四国防衛局長の令和７年８月１日付の退官に際し、同年７月３１日、離任式を行
いました。

離任式において、職員に対し、在任期間中の謝意が伝えられるとともに、これまでに築き上げ
てきた地元自治体等との良好な関係を一層高めるべく、職員一丸となって引き続き職務を遂行す
ることを期待する旨、挨拶しました。



ふかわ がくと

（中国四国防衛局長 深和 岳人）

中国四国防衛局 人事異動のご挨拶（令和７年８月１日付）

あんべ ひろや

（調達部長 安部 浩也）

８月１日付で調達部長を拝命しました安部です。
当局の勤務は３回目となります。
大学時代も広島で過ごさせていただきましたので、これまでの通算で８年間を広島で生活して
おり、今回また広島でお仕事をさせていただくことを、大変光栄に思います。
調達部では、当局管内に所在する自衛隊や在日米軍が使用する施設を建設する工事や、自衛隊
の任務遂行に必要な装備品の調達にかかる監督、検査等の業務に励んでいます。
特に施設の建設に当たっては、関係自治体や地元の皆様の協力なくしては、円滑な執行は困難
ですので、密接な調整を行いながら取り組んで参ります。
どうぞよろしくお願いいたします。

令和７年４月１日付で、美保防衛事務所次長を
拝命しました、信瀬事務官です。
私は、平成６年に、防衛庁へ事務官として採用
されて以来、海上自衛隊の各機関・各部隊で勤務
してまいりました。その間、主に、人事、補給等
の業務に携わってまいりました。

出身は、美保防衛事務所の所在する鳥取県です
が、これまで、一度も地元での勤務はなく、この
度、初めて地元での勤務となりました。
これまで２年毎に転勤を繰り返し、各地を転々
としてまいりましたが、故郷に戻ってみて、改め
て、故郷の良さを実感しながら、日々、業務に励
んでおります。

今までの運動不足と加齢もあり、だいぶメタボな体となっております
ので、この地で勤務している間は、適度な運動を心がけ、最終的な目標
として、数十年ぶりに大山登山を実行し、頂上を極めたいと思います。
初めての地方防衛局での勤務で、慣れない事も多々ありますが、業務
面においても、ひとつひとつ業務を極め、美保防衛事務所の役に立てれ
ばと思います。

美保防衛事務所のご紹介

美保防衛事務所は、鳥取県の西部、白砂青松の地で知られる弓ヶ浜半島の基部に位置し、管
轄は、東は鳥取県（４市１４町１村）、西は島根県（８市１０町１村）の東西に約２８０㎞と
横に長い区域です。主要業務は、本局各課の業務に係る地元等との連絡調整、防衛省所管国有
地（周辺財産）の管理、資料収集業務等を行っています。
管内の防衛施設は、航空自衛隊美保基地（境港市、米子市）、防衛省情報本部美保通信所
（境港市）、陸上自衛隊米子駐屯地（米子市）、陸上自衛隊日光演習場（伯耆町、江府町）、
陸上自衛隊美保分屯地（境港市）、航空自衛隊高尾山分屯基地（松江市）、陸上自衛隊出雲駐
屯地（出雲市）が所在しています。

職員日記 （美保防衛事務所）

鳥取砂丘

美保防衛事務所は、鳥取県の西部、白砂青松の地で知られる弓ヶ浜半島の基部に位置し、管
轄は、東は鳥取県（４市１４町１村）、西は島根県（８市１０町１村）の東西約２８０㎞に及
ぶ区域です。主要業務は、本局各課の業務に係る地元等との連絡調整、防衛省所管国有地（周
辺財産）の管理、資料収集業務等を行っています。
管内の防衛施設は、航空自衛隊美保基地（境港市、米子市）、防衛省情報本部美保通信所
（境港市）、陸上自衛隊米子駐屯地（米子市）、陸上自衛隊日光演習場（伯耆町、江府町）、
陸上自衛隊美保分屯地（境港市）、航空自衛隊高尾山分屯基地（松江市）、陸上自衛隊出雲駐
屯地（出雲市）が所在しています。

鳥取砂丘

１１ １２

中国四国防衛局長を拝命した深和岳人です。
2年ぶりに再び広島で勤務できることを大変光栄に思うとともに重責に身の引き締まる思いです。
我が国を取り巻く安全保障環境は極めて速いスピードで変化し、一層厳しさと不確実性を増して
きており、米海兵隊／海上自衛隊が運用する岩国飛行場をはじめとする当局管内９県に所在する各
防衛施設の運用に伴う諸課題への対応に加え、呉地区における「多機能な複合防衛拠点」の整備に
向けた取り組みもあり、これまで以上に地元のみなさま、企業のみなさまのご理解・ご支援が欠か
せないことを強く認識しております。
このため中国四国防衛局が「顔の見える防衛局」となるべく、自らが現地に足を運ぶことはもち
ろん、本広報誌「CSDB」や若手主体の広報チームが発信するSNSなどを通じた広報活動を含め、
職員一丸となって業務に取り組んでまいりますので、どうぞよろしくお願いします。
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中国四国防衛局広報誌

在日米軍基地で勤務する従業員募集のお知らせ

求人情報

本州・九州の基地エルモHP

職員採用広報活動

■エルモ岩国支部管理課管理係

住 所：岩国市中津町2-15-35

電 話：0827-21-1271

担当施設：岩国飛行場

■エルモ岩国支部呉分室

住 所：呉市中央1-6-9センタービル呉駅前

電 話：0823-32-7087

担当施設：呉第六突堤（呉市）、川上弾薬庫（東広島市）、

秋月弾薬庫（江田島市）、広弾薬庫（呉市）

エルモでは、在日米軍基地で勤務する従業員の募集を行っていま
す。興味のある方は、エルモホームページをご覧いただくか、下
記の支部にお問い合わせください。

※求人情報提供メールサービスに登録すると、希望する求人情報
がホームページに掲載される都度、お知らせメールが送信されま
すので御利用下さい。

【X】
求人情報等の募集関連情報を定期的に発信しています。
ぜひ、フォローをお願いします。
アカウント名
「在日米軍従業員求人情報（エルモ）@LMO_recruit」

【窓口応募受付・お問い合わせ先】

【X】

https://www.lmo.go.jp

１３

２０２６年度採用に向けて、随時業務説明会を実施しています。

【お問い合わせ先】
ご不明な点は下記連絡先までお気軽に

お問い合わせください

中国四国防衛局総務部総務課人事係採用担当
☎０８２－２２３－７１０５（直通）

採用情報は下記QRからもご確認いただけます。

Ｘ

【２０２５年度業務説明会の予定】
（行政・事務系、教養系、技術系）
人事院中国事務局主催の説明会に中国四国防衛局も参加し、
業務説明会のほか、座談会を実施します！
皆様とお会いできることを楽しみにしております！

～人事院中国主催～
・２０２５年度官庁合同業務説明会（高卒程度）（オンライン）
令和７年１０月１０日（金）
・国家公務員ガイダンス（対面・オンライン）
（１）令和７年１０月１８日（土） オンライン
（２）令和７年１１月 ８日（土） 広島大学
（３）令和７年１１月１２日（水） 岡山大学
（４）令和７年１２月１０日（水） 島根大学
（５）令和７年１２月２０日（土） 山口大学
（６）令和７年１２月２５日（木） 広島修道大学

業務説明会の様子

採用パンフレット省HP


